
【リハビリホームまどか戸田】
ＩＣＴ導入成果報告

【特定入居者生活介護】の導入事例紹介



設立年

２０１５年度

従業員数

３５名

利用者数

５８名

住所

戸田市大字新曽１６９６－１

施設概要



導入前の課題

記録作業の効率化

紙媒体の書類を
ファイリング・整理
する時間もない

書類の整理

所定場所でしかPC作業ができないため、
紙での記録をして後からまとめて入力することが
多く記録に時間がかかっている



機器名 Wi-Fiフルメッシュ

通信環境 全館無線

形式 サーバ設置型

利用端末 タブレット：１台
ノートPC：９台
スマートフォン：３台

導入した設備の概要



導入スケジュール

内容月年

検討開始・検討チーム結成４月令和５年

設備検討５月

設備決定６月

設備契約１１月

本格運用開始２月令和６年



ＩＣＴ導入・利用状況①

利用する職員ソフトウェア名ＩＣＴ化
（〇／×）

個別名業務範囲

全職員自社開発システム○利用者基本台帳

直接介護業務

全職員自社開発システム〇アセスメント

全職員自社開発システム○ケアプラン

全職員自社開発システム○介護記録

×各種チェック表

×家族への連絡

全職員自社開発システム○モニタリング

全職員自社開発システム〇各種会議録



ＩＣＴ導入・利用状況②
利用する職員ソフトウェア名ＩＣＴ化

（〇／×）
個別名業務範囲

全職員LINEWORKS〇職員間チャット

間接業務

全職員自社開発システム〇スケジュール共有

全職員自社開発システム〇掲示板

管理者自社開発システム〇勤務表

×業務マニュアル

全職員自社開発システム〇事故報告

管理者・受付自社開発システム○請求管理
財務

管理者・受付自社開発システム〇入金管理

全職員タレントパレット〇職員基本台帳人事労務管理
支援

全職員自社開発システム〇出退勤管理



機器導入後の運用方法

• サービス提供後、事務室まで戻ること
なく速やかに記録システムへ記録を
することができるようになった。

• 入力された記録はリアルタイムで全
職員が確認できるため、ケアの重複
を防ぐことができるようになった。

• サービス未実施にも気付くこともでき、
漏れなくサービスの実施ができる。

↑ 実際のPCデモ画面



間接業務時間の削減

サービス提供記録内容の充実

機器導入時による成果

↑サービス提供記録の数値化・グラフ化のデモ画面

・１シフトあたり１０分削減

・利用者の様子や反応を客観的にみて「快・不快」2種類の
フェイスマークで記録を残すようにすることで、ケアアプローチ
の検討材料が増えた。

→エリア内で１位の記録率を達成。
・記録が充実することで、いつもと違う様子や変化が記録
から読み取れるようになった。

→記録を数値化・グラフ化することで、より詳細に観察が可能。



苦労した点

工夫した点

①紙での記録に慣れているため、新しい記録手順の周知・
定着が難しい
②どのような記録を残せばよいのか、わからない

①記録漏れがないかインカムを通じて状況確認
②ケアプランに沿ったリアクション記録を残すことから意識

導入時に苦労した点・工夫した点



・Wi-Fi設置により、各システム通信
環境が良くなり、システムが活用し
やすくなった。

・今後は見守りセンサーの導入も予
定しており、利用者のケアを深く考え
られるようになった。

ＩＣＴ導入後の感想

・入浴介助時もお風呂場でシステム
の確認・入力ができるため、

バイタルチェックや入力がスムーズ
に行えるようになり時短につながっ
ている。

【施設長・副施設長】 【介護職員】



お問い合わせ先

導入事例に関してお問い合わせいただく場合は、事業所に

直接お問い合わせください。

連絡先 ０３－６８３６－１０６６


